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	応用
	抗原情報
	背景
	SFRPタンパク質は腫瘍抑制因子として作用すると考えられており、その発現または機能の喪失は多くの浸潤性癌と相関しています。対応するSFRP1遺伝子の欠失とプロモーターの過剰メチル化による遺伝子サイレンシングが、多くの癌で報告されています。SRFP1およびその他のWntシグナル伝達タンパク質の異常発現は、網膜色素変性症の一部の症例と関連しています。可溶性フリズルド関連タンパク質（sFRPS）は、Wntと直接相互作用することにより、Wntシグナル伝達の調節因子として機能します。これらは、特定の細胞型における細胞増殖および分化を制御する役割を果たしています。SFRP1は細胞内β-カテニン濃度を低下させます（類似性による）。in vitroおよびin vivoで血管細胞に対して抗増殖作用があり、in vivoでは血管新生反応を誘導できます。血管細胞周期において、G1期を遅延させ、S期への移行を遅らせます（類似性による）。腎臓の発達において、後腎における尿細管形成および芽の成長を阻害します（類似性による）。 WNT1/WNT4 を介した TCF 依存性転写を阻害します。
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	SFRP1 (1U15) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス腎臓組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

